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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お知 らせ （知3、 回）

日 時

場 所

平成31年4月3日 （水 ）午後1時 半～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◇国会議事 堂前 駅 （丸 の内線 ・千代 田線 ）① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員会館 玄 関にて、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻前 に到

着 された方 は、恐 縮 です が、受付脇 の ロ ビー にてお待 ち下 さい。 ま

た、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第2会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 最 近の再 生 ・新 エネル ギー につ いて想 う

挨拶 中島稔 新 エネルギー委 員長

2、 『新 エネル ギー 関連 ニ ュースNO、184』

解 説 中島稔 新 エネルギー委 員長

3、 基礎 科学か らア プ ロー チす る次世代 エ ネルギー の開発

解説 八 島正 知東 京工業大学 理学院教 授

報 告 去 る3月6日 開催 の第331回 新 エ ネ ル ギ ー委 員 会 は、 中島稔

新 エネ ル ギー委員 長 が議 長 を務 め行 われ ま した。

まず 、 中島委員 長 よ り、 「最近 の再生 ・新 エ ネル ギー につい て想 う」

と題 して開会挨拶 が あ りま した。洋 上風力発 電 普及法 が成立 し、国が

指定 した促進 地域 で は、最 大30年 発 電許 可 が下 りる よ うになった。

新規参入業者 も増 えるだ ろ うが、 日本 メー カー は風力発 電 か ら次 々撤

退 し、残 るは三菱 とデ ンマ ー クの合弁 会社 のみ となってい る。 また、

1月31日 の 日本 海 事新 聞 に、JOGMECが 新 しい3次 元探 査船 を導入

し、4月 に も稼働 させ る予定 の よ うだ。従 来 の 「資源 」 が運航 か ら1

0年 経過 し、 よ り高性 能 の3次 元探査船 の導入 が開始 され るこ とによ

／

る 日本 の海 底資源確 保 に期待 したい。

次 に、清原淳 平専務理事 よ り、本 日の講師 に予定 していた石谷 治東京 工業 大学

教授 の御母上 が急病 との連絡 が昨 日あ り、やむ を得ない ことと して石谷先 生の レ

クチュアは延期 し、急遽 技術士会 の重鎮 として長年活躍 され てい る長友正治委員

に レクチ ュアをお願 い した 旨の経緯説 明 が あ りま した。次 に、 長 友 委員 よ り、

「産 業設備 コンサル タン ト40余 年 回顧録」 と題 して解説 をいただ き ま した。

私 の本籍 は宮崎県 、大正10年 満洲 の営 口で生 まれ、大連 で育 ち、新京 工業 大

学 の機 械 工学科 を卒業後 、満洲 飛行機製 造㈱ に勤務。特 にキ98型 は、ア メ リ

カ の戦闘機 よ り高性能 だ ったが、終戦 末期 のた め物資 がなか った。復員 後 、以

下 の産業設備 コンサル業 に携 わ った。 ①石 炭や鉱 物資源 の機 銃設備 ・搬 送設備 、

②理研 で研 究 した しなや かに 曲が る無機EL。 発光 には成 功 したが 、寿命 が短

く、 実用化 に至 らず。③ ① の技術 を応用 した階段 登降走 自在 運搬 車 、モー ター

ドラム。後者 で発 明協会 の全 国発 明賞 を受 賞。④鉄鉱 石 ・ボー キサイ トの運搬 、

積 載 ライ ン。⑤ キ ャタ ピラー の量産 ライ ン。⑥ 高炉頂 向けカ プセル 式 コンベ ヤ。

環境 保 全条例 に よ り、 ゴ ミを開放 輸送 でき な くなったた め、 ゴ ミをパイ プ 内で

圧送 す る設 備。⑦ ジャンボ ジェ ッ ト機 のメ ッキ加 エ ライ ン。省 力化 ・生産 性 の

向上 に成 功。⑧機 内食 食器 の洗浄 作業 の合 理化 、⑨建設 埋 立式製鉄 の浮体 式空

港。 ヘ ドロの海 だ った 関西空港 は人工 島を作 って も沈 下 して しま う。 そ こで天

変 地異 に強 く、沈 下 の心配 が ないメガ フ ロー トを提案 した が、沈 下 に合 わせ て

水圧 ジ ャ ッキで持 ち上 げ る方 式 が採用 され た。 （そ のた め、 昨年 の台風 で被 害

が出た）⑩航 空機 主輸 ブ レー キ交換 の省力化 、等 々多岐 にわた る分 野 での ご活

躍 で あった。

次 に、 中島稔委 員長 よ り 『新 エネル ギー 関連 ニュースNαユ83』 の解 説 が あ

りま した。今 回 は、○長 寿命 な燃料 電池 につ なが る電解 質 の開発 。従 来 の電解

質 よ り低湿度 で動作す るため、劣化 を抑 え られ る。水素 イオ ンを通す微粒 子 を

原料 に使 った。 ○電池 の部材 を金属 か ら樹脂 に変 えて発火 しない よ うに した全

樹脂 電 池 の量産 が再来年 よ り始 まる。 ○安価 で触 媒 の劣化 を防ぎ水 素 を製造 す

る技術。 触媒 の 白金 を付 着 させ た球状活性 炭 を使 い、省エ ネ かつ触 媒 の劣化 を

防 ぐ。 ○赤外域 の太陽光 で水素 製造 、3、8％ と世界最 高率 を達成 。 な どの解

説 が あ り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつき、当 日会費 会員千 円にご協力を。

次回、4月3日 （水） の新エネルギー委員会 に

テロ対 策へ の警 備 か らの要請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参加 希望者 は、2日 前までに履 歴書をご提 出下 さい。

（その際の会費は二千円とな ります。）
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